
欧
米
美
術
視
察

フ

ェ
ノ
ロ
サ

・
岡
倉
覚
三
欧
米
派
遣

明
治
十
九
年
、
古
社
寺
調
査
を
了
え
た
岡
倉
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
政
府
か
ら
欧

米
美
術
行
政
視
察
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は

『
文
部
省
第
十
四
年
報
』
に

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
明
治
十
九
年
〕
九
月
六
日
美
術
ノ
教
育
ヲ
振
起
シ
美
術
ノ
稜
達
ヲ
誘

導
ス
ル
ハ
目
下
緊
急
ノ
事
ニ
シ
テ
追
々
着
手
ノ
見
込
ア
リ
又
宮
内
省
ニ

於
テ
モ
美
術
上
二
闘
シ
計
壷
ス
ル
所
ア
ル
ヲ
以
テ
両
者
協
議
ノ
上
米
國
人

フ
ェ
ノ
ロ
サ
及
ヒ
文
部
濁
岡
倉
覺
三
ヲ
美
術
取
調
委
員
ト
シ
テ
臥
羅
巴
、

亜
米
利
加
二
疲
遣
シ
且
目
下
欧
州
出
張
中
ノ
文
部
参
事
官
濱
尾
新
ヲ
同

委
員
長
ト
シ
テ
貢
際
二
就
キ
テ
精
査
七
シ
メ
ソ
事
ヲ
稟
議
シ
認
可
ヲ
得

〔
同
年
〕
九
月
十

一
日
臥
州
在
留
文
部
参
事
官
濱
尾
新

二
美
術
取
調
委

員
長
ヲ
命
シ
文
部
省
麗
米
國
人
フ
エ
ノ
ロ
サ
及

ヒ
文
部
凰
岡
倉
覺
一
―
―
ヲ
美

術
取
調
委
員
ト
シ
テ
九
箇
月
間
欧
羅
巴
、
亜
米
利
加
二
出
張
ヲ
命
ス

欧
米
派
遣
の
決
定
は
、
右
の
記
事
で
は
明
治
十
九
年
九
月
六
日
で
あ
る
が
、

同
年
七
月
発
行
の
『
大
日
本
美
術
新
報
』
第
一
―
-
+
―
―
―
号
に

第
五
節

文
部
省
御
雇
米
図
人
フ
エ
ノ
ロ
サ
氏
は
我
か
政
府
の
命
を
帯
ひ
て
海
外
の

美
術
を
視
察
せ
ん
為
め
近
日
我
邦
を
狽
程
せ
ら
る
A

と
の
評
判
あ
り

と
あ
る
か
ら
に
は
、
二
か
月
前
に
は
内
定
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
欧
米
派
遣
の
い
き
さ
つ
を
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、

ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
〔
明
治
十
九
年
四
月
第
二
回
鑑
画
会
大
会
開
催
の
頃
〕
、
博

マ
マ

物
局
が
宮
内
省
に
移
管
さ
れ
〔
同
年
―
―
一
月
二
十
四
日
博
物
館
の
宮
内
省
移
管
を

指
す
〕
、
時
の
宮
内
大
臣
伊
藤
〔
博
文
〕
伯
は
、
美
術
国
宝
保
存
問
題
の
全

権
を
握
る
べ
ぎ
、

極
め
て
大
規
模
な
国
立
美
術
博
物
館
の
構
想
を
抱
い

た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
博
物
館
構
想
は
懸
案
の
美
術
学
校
と
提
携
し

て
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
の
で
、
伊
藤
伯
は

こ
の
二
つ
の
機
関
設
立
準
備
計
画
起
草
の
仕
事
を
文
部
大
臣
森
〔
有
礼
〕

子
爵
の
手
に
委
ね
た
。
森
氏
の
第
一
策
は
、
欧
米
美
術
視
察
団
の
派
遣
で

あ
っ
た
。

（
「
欧
米
美
術
取
調
」
未
定
稿
。
『
フ

ェ
ノ
ロ
サ
資
料
ー
』

一
年
ご
ろ
の
執
筆
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
）

に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
関
係
）
を
掲
載
す
る
。

所
収
。

明
治
二
十

と
述
べ
て
お
り
、
派
遣
決
定
の
直
接
的
要
因
は
伊
藤
博
文
の
国
立
美
術
博
物

館
、
美
術
学
校
設
立
計
画
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
伊
藤
が
そ
う
し

た
計
画
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
も
と
は
と
い
え
ば
美
術
局
設
立
運
動
と

い
う
岡
倉
ら
の
熱
心
な
働
き
か
け
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
っ
た
。

次
に
、
宮
内
庁
図
書
寮
に
残
る
こ
の
欧
米
脈
逍
に
関
す
る
一
連
の
文
書
（
主
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第
五
条
前
文
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
其
職
ヲ
尽
サ
、
ル
片
ハ
第
一
方
二
於
テ
此

ム
ル

7
ヲ
得
へ
、
ソ

ト
ス

別
紙
訓
令
二
示
ス
）
而
メ
一
年
間
経
過
ノ
後
ハ
文
部
省
二
於
テ
該
事
業

ニ
付
キ
何
等
ノ
組
織
ヲ
設
ル
モ
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
ハ
其
幹
事
（
理
事
局

員
）
タ
ル
ノ
名
ヲ
以
テ
之
二
適
ス
ル
職
掌
二
従
事
、
ソ
又
時
宜
二
依
リ
兼

テ
教
授
二
従
事
ス
ヘ
シ
但
其
服
務
時
間
ハ
一
日
五
時
ヲ
超
ヘ
サ
ル
モ
ノ

第
三
条
前
文
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
ハ
疾
病
二
罹
リ
四
十
日
間
引
続
キ
其
職
ヲ

廃
ス
ル
ト
キ
ハ
爾
後
乎
愈
二
至
ル
マ
テ
毎
月
俸
給
ノ
半
額
ヲ
受
ク
ヘ
シ

而
シ
テ
疾
病
ノ
始
ョ
リ
三
ヶ
月
ヲ
経
テ
猶
ホ
職
二
就
ク
能
ハ
サ
ル
片
ハ

第
一
方
二
於
テ
此
条
約
ヲ
取
消
ス

7
ヲ
得
ヘ
シ

第
四
条
第
一
方
ノ
都
合
二
依
リ
条
約
期
限
前
二
前
文
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
ノ

職
ヲ
止
メ
ン
ト
ス
ル
片
ハ
残
期
給
料
ノ
半
額
ヲ
同
氏
二
交
付
シ
以
テ
止

第
二
条

モ
ノ
ト
ス

第
一
条

契
約
書
！
~
そ
の
一

文
部
省
総
務
局
長
文
部
次
官
辻
新
次
閣
下
第
一
方
二
在
リ
亜
米
利
加
合

衆
国
人
ヱ
ル
子
ス
ト
、

ヱ
フ
、

フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
第
二
方
二
在
リ
取
結
フ
ト

コ
ロ
ノ
条
約
左
ノ
如
シ

前
文
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
ハ
千
八
百
八
十
六
年
八
月
一
日
ョ
リ
千
八

百
九
十
年
七
月
三
十
一
日
二
至
ル
四
ケ
年
間
一
ヶ
月
銀
貨
五
百
円
ノ
給

料
ヲ
以
テ
文
部
省
二
於
テ
美
術
ノ
事
業
二
従
事
セ
シ
ム
ル
タ
メ
ー
ニ
雇
フ

前
文
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
ハ
当
初
就
職
ノ
一
年
間
（
往
復
日
数
ヲ
含

ム
）
美
術
取
調
委
員
ノ
名
ヲ
以
テ
欧
羅
巴
二
至
リ
又
便
宜
亜
米
利
加
ニ

至
リ
其
美
術
ノ
状
況
ヲ
視
察
考
究
ス
ヘ
シ
（
視
察
考
究
ス
ヘ
キ
条
件
ハ

第

学
科
教
授
法
等

（
二
）
美
術
学
会
其
他
美
術
者
公
会
ノ
組
織
管
理

(
-
―
-
)
美
術
博
物
館
ノ
管
理
及
館
中
標
品
ノ
陳
列
保
存
二
関
ス
ル
方

法

（
四
）
美
術
博
物
館
建
築
ノ
模
様

（
五
）
公
設
美
術
博
覧
会
ノ
処
置
方

（
六
）
工
芸
美
術
ノ
改
良
二
関
ス
ル
諸
要
点

（
一
）
上
記
ノ
諸
国
二
於
ケ
ル
著
名
ナ
ル
美
術
学
校
ノ
組
織
管
理
及

シ／

訓
令
書

フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
ハ
巡
回
中
成
ル
ヘ
ク
左
ノ
事
件
ヲ
視
察
考
究
ス
へ

ト
ヲ
得
ヘ
シ

ヱ
フ

、
フ
ヱ
ノ
ロ
サ

条
約
ヲ
取
消

7
ヲ
得
ヘ
シ

第
六
条
第
一
条
第
三
条
若
ク
ハ
第
四
条
ノ
事
由
二
依
リ
条
約
消
滅
ノ
際

ニ
ハ
亜
米
利
加
マ
テ
ノ
帰
国
旅
費
ト
シ
テ
銀
貨
五
百
円
ヲ
受
ク
ル

7
ヲ

得
へ
、
ソ
但
第
五
条
二
記
載
セ
ル
事
由
二
依
リ
条
約
ヲ
取
消
ス
場
合
ニ
ハ

之
ヲ
受
ク
ル

7
ヲ
得
ス

文
部
省
総
務
局
長
文
部
次
官

明
治
十
九
年
八
月
一
日

ヱ
ル
子
ス
ト
、

フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
欧
洲
派
遣
二
関
ス
ル
訓
令

ゼ

ル

マ

ン

オ

ラ

ン

グ

ベ

第
―
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
ハ
伊
多
利
澳
太
利
日
耳
曼
英
吉
利
仏
蘭
西
荷
蘭
白

ル

ギ

ー

ス

ベ

イ

ソ

耳
義
ノ
諸
国
ヲ
巡
回
ス
ヘ
シ
又
便
宜
西
斑
及
合
衆
国
ヲ
巡
回
ス
ル
コ

辻

新
次

印
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洲
及
亜
米
利
加
二
滞
在
中
旅
費
其
他
諸
費
ト
シ
テ
一
日
銀
貨
拾
円
ヲ

受
ケ
ル
モ
ノ
ト
ス

明
治
十
九
年
八
月
一
日

文
部
省
総
務
局
長
文
部
次
官

契
約
書
—
|
_
そ
の
二

文
部
省
二
於
テ
美
術
ノ
事
業
二
従
事
七
シ
ム
ル
タ
メ
ニ
亜
米
利
加
合
衆

マ
マ

国
人
ヱ
ル
子
ス
ト
、

ヱ
フ

、

フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
屈
入
ノ
条
約
今
般
諦
結
セ
ル

ニ
付
テ
ハ
文
部
省
総
務
局
長
文
部
次
官
辻
新
次
閣
下
ト
ヱ
ル
子
ス
ト
、

ヱ

フ
、

フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
卜
取
結
追
加
条
約
左
ノ
如
、
ソ

一
前
文
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
文
部
省
二
就
職
中
条
約
第
二
条
ノ
服
務
時
間
内

ニ
於
テ
兼
テ
宮
内
省
二
於
ケ
ル
美
術
ノ
事
業
二
従
事
シ
且
宮
内
省
二
於
テ

該
事
業
二
付
何
等
ノ
組
織
ヲ
設
ク
ル
モ
其
幹
事
タ
ル
ノ
名
ヲ
以
テ
之
二
適

ス
ル
職
掌
二
従
事
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

前
項
ノ
労
二
酬
ュ
ル
カ
タ
メ
宮
内
省
ョ
リ
相
応
ノ
家
屋
ヲ
無
賃
ニ
テ

第
五

辻

新

次

印

フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
ハ
往
復
旅
費
ト
シ
テ
銀
貨
千
円
外
二
九
ヶ
月
間
欧

（
七
）
外
国
造
営
装
飾
術
ノ
特
二
日
本
美
術
ヲ
需
要
ス
ル
ノ
条
件

（
八
）
美
術
ノ
作
物
ヲ
模
製
ス
ル
ノ
方
法

（
九
）
欧
洲
美
術
発
達
ノ
沿
革
及
名
作
ノ
評
説

第
三
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
ハ
欧
羅
巴
及
亜
米
利
加
滞
在
中
諸
事
文
部
省
参
事

官
美
術
取
調
委
員
長
浜
尾
新
氏
ノ
指
揮
二
従
フ
可
シ

第
四
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
ハ
浜
尾
新
氏
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
文
部
省
ノ
為
メ
ニ
美

術
ノ
著
書
及
美
術
上
最
必
要
ナ
ル
作
物
ノ
写
真
彫
刻
及
鋳
形
等
ヲ
購

入
ス
ル

1
ヲ
得
ヘ
シ

ヱ
フ
、

前
文
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
二
貸
付
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

文
部
省
総
務
局
長
文
部
次
官

明
治
十
九
年
八
月
一
日

ヱ
ル
子
ス
ト
、

フ
ヱ
ノ
ロ
サ

文
部
次
官
よ
り
宮
内
次
官
へ
の
通
牒

兼
テ
宮
内
文
部
両
大
臣
二
於
テ
協
議
相
成
候
米
国
人
ヱ
ル
子
ス
ト
、

フ
、
フ

ヱ
ノ
ロ
サ
傭
入
及
同
人
等
欧
洲
派
遣
之
義
二
付
別
紙
之
通
稟
議
取

計
候
問
右
御
領
知
相
成
度
且
ッ
別
紙
条
約
文
中
記
載
ノ
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
ヘ
貸

付
ス
ヘ
キ
家
屋
ノ
儀
ハ
貴
省
二
於
テ
可
然
御
取
計
相
成
度
候
此
段
御
通
牒

芳
申
進
候
也

明
治
十
九
年
八
月
二
十
六
日文

部
次
官

宮
内
次
官
伯
爵

吉
井
友
実
殿

文
部
大
臣
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
へ
の
稟
議
書

美
術
ノ
教
育
ヲ
振
起
シ
美
術
ノ
発
達
ヲ
誘
導
ス
ル
ハ
緊
要
ノ
俵
卜
存
候
ニ

付
逐
次
夫
々
着
手
致
度
見
込
二
有
之
又
宮
内
省
二
於
テ
モ

美
術
上

二
関
シ

追
々
計
画
ノ
次
第
モ
有
之
労
両
省
協
議
ノ
上
此
際
先
以
テ
其
方
法
等
ヲ
調

査
七
シ
メ
度
候
処
右
ハ
適
当
ノ
人
物
ヲ
撰
ミ
欧
洲
二
派
遣
シ
又
便
宜
米
国

ヲ
モ
巡
回
セ
シ
メ
其
実
際
二
就
キ
精
査
セ
シ
メ
候
方
可
然
卜
存
候
間
従
来

文
科
大
学
教
師
ク
リ
シ
米
国
人
ヱ
ル
子
ス
ト
、
ヱ
フ
、
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
ヲ
別

紙
条
約
ヲ
以
テ
更
二
文
部
省
二
於
テ
傭
入
シ
兼
テ
宮
内
省
ノ
傭
ト
ナ
シ
同

人
及
文
部
属
岡
倉
覚
一
――
ヲ
美
術
取
調
委
員
ト
シ
テ
凡
九
ヶ
月
間
彼
地
二
巡

辻

辻

新
次

新
次

印

ヱ
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美
術
取
調
委
員
ト
シ
テ
凡
九
ヶ
月
間
欧
羅
巴
へ
出
張
ヲ
命
ス

限
内
二
於
テ
便
宜
亜
米
利
加
ヲ
モ
巡
回
ス
ヘ
シ

明
治
十
九
年
九
月
十
一
日

間
、
イ
タ
リ
ア
、

こ
う
し
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
岡
倉
は
美
術
取
調
委
員
と
し
て
お
よ
そ
九
ヶ
月

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ソ
ス
、
オ
ラ

ソ
ダ
、
ペ
ル
ギ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
、

ヱ
ル
子
ス
ト
、

稟
議
之
趣
認
許
ス

出
張
命
令
書

ヱ
フ
、

フ
ヱ
ノ
ロ
サ

（
山
口
静
一
著

『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
上
』
に
よ
る
。
）

ア
メ
リ
カ
の
諸
国
を
巡
り
、
美
術
学
校
を
は

十
九
年
九
月
六
日

文
部
省

明
治
十
九
年
八
月
二
十
六
日
文
部
大
臣
森
有
礼

内
閣
総
理
大
臣
伯
爵
伊
藤
博
文
殿

也

但
本
文
期

遣
シ
又
兼
テ
教
育
事
項
取
調
ノ
為
メ
欧
洲
二
出
張
致
居
候
文
部
省
参
事
官

浜
尾
新
ヲ
右
美
術
取
調
委
員
長
ト
ナ
シ
夫
々
調
査
為
致
度
且
右
費
用
金
煎

万
余
円
ヲ
要
ス
ヘ
キ
見
込
二
付
其
内
凡
金
壱
万
円
ハ
曾
テ
閣
議
ヲ
経
ク
ル

学
校
建
築
費
二
充
用
ス
ヘ
キ
当
省
所
轄
地
所
建
物
売
却
代
価
ノ
内
ョ
リ
差

繰
支
弁
シ
余
ハ
来
年
度
当
省
経
費
予
算
二
編
入
可
差
出
右
至
急
閣
議
乞
候

追
テ
本
文
ノ
次
第
二
付
浜
尾
新
出
張
之
儀
更
二
凡
半
ケ
年
間
程
延
期
シ
且

マ
マ

便
宜
米
国
人
ヲ
モ
巡
廻
七
シ
メ
度
此
段
申
添
候
也

じ
め
と
す
る
美
術
行
政

・
ペ
キ
ソ
号
で
横
浜
を

出
港
、

サ
ソ
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
に
向
か
っ
た
。
翌

二
十
年
一
月
に
彼
ら
は

ヨ
ー
ロ
ッ
バ
ヘ
発
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
の
足
跡
に
つ
い
て

は
十
九
年
十
二
月
四
日
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
オ
ー
サ
ー
ズ

・
ク
ラ
プ
で
「
日
本

政
府
文
部
省
美
術
調
査
委
員
ァ
ー
ネ
ス
ト

•
F

・

フ
ェ
ノ
ロ
サ
教
授
歓
迎
晩
餐

会
」
が
開
か
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
く
ら
い
で
、

詳
細
は
不
明
で
あ

る。
岡
倉
覚
三
の

「
欧
州
視
察
日
誌
」

視
察
旅
行
中
の
日
程
に
つ
い
て
は
公
式
記
録
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
容
を

岡倉覚三 欧州視察日誌 明治20年 日本美術院所蔵

日
、
両
名
は

ア
メ
リ
カ

の
郵
船
シ
テ
ィ

・
オ
プ

明
治
十
九
年
十
月

と
し
て
彼
ら
に
指
示
を

下
す
こ
と
と
な
っ
た
。

項
取
調
べ
の
た
め
欧
州

旅
行
中
で
あ
っ
た
浜
尾

新
が
美
術
取
調
委
員
長

取
調
べ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
際
、
教
育
事

上
の
九
項
目
に
つ
い
て
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